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子どもの「梅の心」を育む３月に 

副校 長  石津 孝 介 

 

12 月、教育新聞に「日本人の学力と今

後の課題」という記事が載っていました。

これは、OECD（経済協力開発機構）によ

る義務教育修了段階の 15 歳（日本では高

校 1 年生）を対象として 2022 年に実施

した「国際学習到達度調査（PISA）」の

結果発表を受けての記事です。日本は６９

の参加国の中で、数学的リテラシーは 5

位、科学的リテラシーは 2 位、読解力は 3

位とよい結果を残したのですが、「日本の

学校教育はこれだけ高い学力の生徒を育成

しているのに、なぜ経済競争力が低くなっ

てしまったのか」分析されています。 

日本の PISA の結果は、正解が一つし

かないテスト教育の成果で、効率的に問

題を解く方法やドリル学習のような「知

の深化」の教育によって鍛えられた生徒

たちの学力である。しかし、変化が激し

い社会では答えがない問題を発見し、自

ら問いを立てて探究する「知の探索」が

できる能力が必要である。「知の深化」

の学習も基礎学力としては大事だが、標

準化テストと呼ばれるテストは AI の得

意分野でもあるので、今後はせっかく身

に付けた学力を自ら活用する「知の探

索」の教育がますます重要になってい

く。（中略）「生徒たちの学力を実生活

や実社会で役立てるにはどうすればいい

のか」という視点も教育に携わる者はよ

り強く意識して、できることはすぐにで

も実践していかなければ、子どもたちの

学力が「宝の持ち腐れ」になってしま

う。また、標準化テストでは測りにくい

子どもたちの力をどのように育成するか

も併せて考えていく必要がある。 

社会情勢を踏まえたかどうか、興味深い

取組だなあと感じたのは慶応義塾大学理工

学部の今年度の英語の入試問題。なんと、

作家：村上春樹の紀行文を英訳するという

問題があったそうです。「そんなもの、学

校で習ってないよ」「理工学部の学習に村

上春樹も紀行も英語も関係ないでしょ」な

んて言っていられません。これから先、大

人は子どもたちに、知識や体験を組み合わ

せ（知恵）人のために（優しさ）経験した

ことのない事柄を解決してみようとする姿

勢（勇気）を育むことが大切でしょう。 

 さあ、３月です。１年間を振り返り、

「梅の心 知恵・勇気・優しさ」の成長を

確かめるときです。学校では、この１年を

振り返る中で、３段階評価のみならず子ど

もたち一人一人のこの１年間の努力と成長

を認め、価値付けます。各ご家庭でも１年

間を振り返ってのお話をされることと期待

します。その際はぜひ、学校・家庭・地域

等、様々な場面で見せたお子さんなりの努

力と成長を認め価値付け、お子さんの「梅

の心」を育んでいただけたら幸いです。 

 今年度も、保護者・地域の皆様には学校

の教育活動にご理解・ご協力をいただきあ

りがとうございました。素敵な進級・進学

を迎えられることを願っております。
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